
入学、進級、おめでとうございます 

始業式に満開だった桜もあざやかな新緑に変わりました。 

進級と入学から早くも１か月がたとうとしています。 

新しい生活の始まりにあたり、皆さんに大切にしてほしいことがあります。 

「元気に、毎日を楽しむこと」 

「何でも、いっしょうけんめいがんばること」 

「自分と、自分のまわりの人たちを大切にすること」 

がんばりたいことや楽しみにしていることを心に思い浮かべてみましょう。目

標や楽しみがあると、「これからがんばろう」という気持ちになって、毎日学校

に来るのが楽しみになりますよ。 

新しい友だち、新しい先生との生活の始まりです。気持ちよく、笑顔であいさ

つをしましょう。これから、仲間といっしょに、なかよく、楽しい学校生活にし

ていきましょう。 

保護者の皆様へ。「豊かな心と健康なからだを育み、もてる力を最大限に発揮

できる児童生徒を育てる」を学校教育目標に掲げ、一人一人を支援する教育に、

教職員一同、全力で取り組んでまいります。御理解と御協力をお願いいたします。 

校長  星野 恵美子 

 

合理的配慮について 
本校では、児童生徒が安心して学習・生活できるよう、合理的配慮の提供に努

めております。合理的配慮とは、児童生徒の状況や特性に応じて、困りごとが少

なくなるよう環境や方法を工夫する支援のことです。例えば、手話通訳や拡大文

字の使用、タブレット端末での筆記など、合理的配慮を行うことで他の児童生徒

と平等に学習できるような調整や支援になります。 

５月の前期個別面談で、担任から個別の教育支援計画をもとに合理的配慮の申

し出があるか確認をさせていただきます。合理的配慮の提供にあたっては、家庭

（児童生徒本人や保護者）からの申し出（意思の表明）後に、校内での検討、家

庭と学校での合意形成を経て実施されます。 

 一人ひとりがよりよい学校生活を送れるように進めていきます。 

合理的配慮実施の流れ 
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（個別面談） 
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